骨 I 



-寿陵 余 子の 仮名の もとに 筆 を 執れる 戯文 I 

芥川龍之介 



別 乾坤 

JudithGautier が 詩 中の 支那 は、 支那に して 又 支那 

かっし かほく さ い すゐ こぐ わ でん さし ゑ 

にあらず。 葛 飾 北 斎が 水滸画 伝の 挿画 も、 誰か 又是を 

にょじつ めいぼう 

以て 如実に 支那 を 写したり と 云 はん。 されば かの 明眸 

の 女 詩人 も、 この 短髪の 老 画伯 も、 その 無声の 詩と 有 

声の 画と に彷 弗たら しめしぎ 謂 支那 は、 寧ろ 〔# 「寧 

ろ」 は 底本で は 「寧ろ 匕 彼等が^ 日 夢裡に 逍遙 遊 を 

ほしいまま べっけん こん さい は ひ 

恣 にした る 別 乾坤な りと 称すべき か。 人生 幸に 

この 別 乾坤 あり。 誰か 又 小 泉 八 雲と 共に、 天 風 海濤の 

ほうらい しんちう ろう 

蒼々 浪々 たるの 処、 去って 還らざる 蓬 萊の蜃 中 楼を歎 



く 事 をな さん。 (一月 二十 二日) 

軽薄 

元の 李※ 〔# 「行が まえ 〈干」、 ^上^^、 文 湖州の 竹 を 

ふく ことごとく とうばさん こくら 

見る 数十 幅、 悉 意に 満たず。 東 坡山谷 等の 評 を 読 

また ォたく I - たまたま 

む も 亦 思 ふらく、 その 交 親に 私 するな らんと。 偶 

友人 王子 慶と遇 ひ、 話 次 文 湖州の 竹に 及ぶ。 子慶， 0、 

いまだ はなはだしん みやう にち 

君 未 真蹟 を 見ざる のみ。 府史の 蔵本 甚 真、 明日 借 

すな はち ふうし まつ そ 

り 来って 示すべし と。 翌日 即 之 を 見れば、 風 枝抹疎 

さいえん ろえ ふせう さく あたか 

として 塞 煙 を 払 ひ、 露葉蕭 索と して 清 霜 を 帯ぶ、 恰も 



ゐ せん きす ゐ かん かん 

渭川淇 水の 間に 坐す るが 如し。 ※ 〔# 「行が まえ 〈干」、 

お あた くわろう 

^下， n 感歎 措く 能 はず。 大いに 聞 見の 寡陋を 恥ぢた 

いまだ 

りと 云 ふ。 ※ 〔# 「行が まえ 〈干」、 ^下^?〕 の 如き は 未 

恕 すべし。 かの 写真版の セザ ンヌを 見て 色彩の ヴァリ 

ュルを 喋々 する が 如き、 論者の 軽薄 唾棄す るに 堪 へた 

りと 云 ふべ し。 戒め ずん ば あるべからず。 二月 二十 

三日) 

俗漢 

バルザックの ぺ エル . ラシ ェ ェズの 墓地に 葬らる る 



や、 棺 側に 侍する ものに 内相 バ ロッシュ あり。 送葬の 

途上 同じく 棺 側に ありし ユウ ゴォを 顧みて 尋 ぬる やう 

「バルザック 氏は材 能の 士 なりし にや」 と。 ユウ ゴォ 

砩吁 として 答 ふらく 「天才な り」 と。 バ ロッシュ その 

いき ど ほ ばう じん ささや 

答に や 憤り けん 傍人に 囁いて 云 ひける は、 「この ュ 

まさ フランス だいかく 

ゥゴォ 氏 も 聞きし に 勝る 狂人な リ」 と。 仏蘭西の 台閣 

またし やはん 

亦這般 の俗漢 なきに あらず。 日 東 帝国の 大臣 諸 公、 意 

を 安んじて 可な りと 云 ふべ し。 二月 二十四日) 

同性 恋愛 



ド オリ アン • グ レエ を 愛する 人 は Escal Vigor を 読 

まざる 可から ず。 男子の 男子 を 愛する の 情、 この 書の 

如く 遺憾な く 描写 せられし は あらざる 可し。 書中 若し 

き ゐ 

これ を 翻訳 せんか。 我 当局の 忌 違に 触れん 事 疑な きの 

そしょう じゃくき 

文字 少 からず。 出版 当時 有名なる 訴訟事件 を 惹起した 

また えん や ひつ るゐ 

る も、 亦 是等艷 冶の 筆の 累 する 所 多 かりし 由。 著者 

ベル ギィ だい しゅひつ 

George Eekhoud は 白耳義 近代の 大手 筆な り。 声 名 

力ならず 

必 しも カミュ • ルモニエ ェの 下に あらず。 され ど 多 

せいせい いまだ いちげん 

士済々 たる 日本 文壇、 未 この 人が 等身の 著述に 一 言 

の 紹介 すら 加へ たる もの 無し。 文芸 豈 独り 北欧の 天地 

にの み、 ォゥロ ラ • ボ レア リスの 盛観 をな す ものなら 



んゃ。 ( 一 月 一 一十 五日) 

同人雑誌 

きょきん どうじんざっし 

年少の 子弟 醵金して、 同人雑誌 を 出版す る 事、 当世 

まな まだ 

の 流行の 一 つなるべし。 され ど 紙 代印 刷 費用 共に 甚 

れん こんにち また 

廉 ならざる 今日、 経営に 苦しむ もの 亦少 からず。 伝へ 

聞く、 ル • メル キ ウル • ド • フランスが 初号 を 巿に出 

もと くわう はく ゆたか 

せし 時 も、 元より 文壇 不遇の 土の 黄白に 裕 なる 害な 

ひと かぶ フラン 

ければ、 やむ 無く 一 株 六十 法の 債券 を 同人に 募りし 

ゅゐ いち お ほ 

かど、 その 唯一 の大 株主た るジュ ウル • ルナ アルが 持 



株 すら 僅々 四 株に 過ぎ ざり しと ぞ。 しかも その 同人の 

中には、 アルべ エル. サ マンの 如き、 レミ .ド. グル 

モンの 如き、 一代の 才人 多 かりし を 思へば、 当世 流行 

いへ ど はなはだ じゅんたく うら 

の 同人雑誌と 雖も、 資金の 甚 潤沢なら ざる を憾む 

べき 理由な きに 似たり。 唯、 得難き は 当年の ル. メル 

キ ウルに、 象徴主義の 大 旆を樹 てし が 如き 英霊 底の 漢 

一 ダァス のみ。 ( 一 月 一 一十 六日) 

がが う 

日本の 作家 今 は 多く 雅号 を 用 ひず。 文壇の 新人 旧人 




フランス きろ ラ 

仏蘭西 語に 妓楼 を la maison verte と 云 ふ は、 ゴ ン 



を 分つ、 殆 雅号の 有無 を 以てすれば 足る が 如し。 さ 

さき 

れば 前に 雅号 ありし も 捨てて 用 ひざる さ へ 少 からず。 

また ロシア 

雅号の 薄命なる も亦甚 しいかな。 露西亜の 作家に オシ 

ップ. ディモフと 云 ふ もの あり。 チェ ホフが 短篇 「蝗」 

の 主人公と 同名な りしと 覚ゅ。 ディモフ は その 名 を 借 

しけう かう じん 

りて 雅号と なせる にや。 博覧の 土の 示教 を 得れば 幸甚 

なり。 ( 一 月 二十 八日) 



ク ウルが 造語な りと ぞ。 蓋し 青楼 美人 合せの 名 を 翻訳 

せし に出づ るなる ベ し。 ゴ ンク ウルが 日記に 云 ふ。 

「この 年 (千 八 百 八十 二 年) わが 病的なる 日本 美術品 

しう しふ つ ひや フラン 

蒐集の 為に 費せ し 金額、 実に 三千 法に 達したり。 こ 

あがな 

れ わが 収入の 全部に して、 懐中時計 を購 ふべき 四十 

フラン とど 

法の 残余 さへ 止めず」 と。 又 云 ふ。 「数日 以来 (千 八 

おもむ とど 

百 七十 六 年) 日本に 赴かば やと 思 ふ 心 止め 難し。 さ 

しう しふ みた 

れ どこの 旅行 はわが 日頃の 蒐集 癖を充 さんが 為の みに 

は あらず。 われ は 夢む、 一 巻の 著述 を 成さん 事 を。 題 

は 『日本の 一 年』。 日記の 如き 体裁。 叙述よりも 情調。 

かう もんじ らう 

かくせば 比類な き 好 文字 を 得べ し。 唯、 わが この 老を 



いかん こぐ わん 

如何」 と。 日本の 版画 を 愛し、 日本の 古玩を 愛し、 更 

に 又 日本の 菊花 を 愛せる 伶※ 〔# 「にんべん + 娉の つく 

リ」、 ル 上る〕 孤 寂の ゴンク ウル を 想へば、 青楼の 一 語 

短な リと雖 も、 無限の 情味な き 能 はざる べし。 二月 

二十 九日) 

言語 

もと さん がく ほう 

言語 は 元より 多端な り。 山と 云 ひ、 嶽と云 ひ、 峯と 

らん 

云 ひ、 巒と云 ふ。 義の 同う して 字の 異なる を 用 ふれば、 

かん ぐう お ほぐら だい まつ 

即ち 意 を 隠微の 間に 偶す る を 得べ し。 大食 ひを大 松と 



さしで もの さへ ゑ じ 

云 ひ 差 出 者 を 左兵衛 次と 云 ふ。 聞く ものにして 江戸つ 

なほ てんぜん こころみ 

こなら ざらん か、 面罵 せらる るも猶 恬然た らん。 試 

ひんせう こうて いく わ たうげ うしょく 

に 思へ、 品蕭の 如き、 後 庭 花の 如き、 倒 澆燭の 如き、 

きんべ いばい にくぶとん ご ゐ 

金 瓶 梅 肉 蒲団 中の 語彙 を 借りて 一 篇の 小説 を 作らん 時、 

いんせつ やぶ すう 

善く その 淫褻俗 を 壊る を 看破すべき 検閲官の 数 何人な 

るか を。 ( 一 月 三十 一 日) 

呉 尺 

1 一 一 11ロ 

カァ ライルが 独逸 文の 翻訳に 誤訳 指摘 を 試みし は 

デ • クイン シィ がさ かしらな り。 され ど チェル シィの 



哲人 はこの 後進の 鬼才 を 遇する 事 I 

かへ はなはだ あつ また 

反って 甚 篤 かりし かば、 デ • クイン シィも 亦 その 襟 

懐に 服して 百年の 心 交 を 結びたり と 云 ふ。 カァ ライル 

が 誤訳の 她 何なりし か は 知らず。 予が 知れる 誤訳 の 最 

も 滑稽なる は マドンナ を 奥さんと 訳せる ものな リ。 訳 

者 は 楽園の 門 を 守る 下僕 天使に も あらざる もの を。 

(二月 一 日) 

戈： 

00 

くめ まさを せう う 

往年 久来正 雄 氏 ショウ を訓 して 笑 迂と云 ひ、 イブ セ 



ンを訓 して 燻 仙と 云 ひ、 メェ テル リンク を訓 して 

めいて るりん くわ ち St ほうふ 

瞑 照 燐火と 云 ひ、 チェ ホフ を訓 して 知慧 豊富と 云 ふ。 

きくん か ににんび くに すずきし やう ざう 

戯訓と 称して 可な らん 乎。 二人 比丘尼の 作者 鈴 木 正 三、 

やそけ う べんせ き はきり したん また 

その 耶蘇 教弁 斥の 書に 題して 破 鬼理死 端と 云 ふ。 亦 悪 

意 ある 戯訓の 一例 たるべし。 (二月 二日) 

こうえ ふ いまだ 

紅葉の 句 未 古人 霊妙の 機 を 会せ ざる は、 独リ その 

談林 調た るが 故の みに も あらざる べし。 この 人の 文 を 

見る も楚々 たる 落 墨 直に 松 を 成す の 妙 は あらず。 長 



せいせい ちみ つ ゑが いち さいさう てんてい 

ずる 所 は 精 整 緻密、 石 を 描いて 一 細 草の 点綴 を 忘れ ざ 

かう ぎう もん 

る 功に あり。 句に 短な りし は 当然なら ず や。 牛 門の 秀 

き やうく わ くひん し をう また 

才鏡花 氏の 句 品 遙に師 翁の 上に 出づる も、 亦 この 理 

さも あらば あれさ いとう リ よくう かの 

に 外なら ざるの み。 遮 莫斎藤 緑雨が 彼 縦横の 才を 

えん もん さくこく 

蔵しながら、 句 は 遂に 沿 門※ 黒 〔# 「てへ ん+ 蜀」、 ル下 

はい けんち 

の 輩と 軒輊な かりし こそ 不思議 なれ。 (二月 四日) 

松 並木 

とうかい だう まつな みき き いつ 

東海道の 松 並木 伐ら るべき 由、 何時 やらの 新聞紙に 

ち と 

て 読みた る 事 あり。 元より 道路 改修の 為と あれば 止む 



ひゃくせ き こリ ゆう 

を 得 ざ るに は 似 たれ ども、 これが 為に 百 尺 の 枯龍 

ふ ゑつ さい かう む 

斧鉞の 災を 蒙 る もの 百 千なる べきに 想到 すれば、 惜 

なま 

みても 猶惜 むべき 限りならず や。 ポ オル • クロ オデル 

日本に 来りし 時、 この 東海道の 松 並木 を 見て 作る 所の 

そうがい きこん ゑが 

文 一 篇 あり。 痩 蓋 煙 を 含み 危根石 を 倒す の 状、 描き 得 

れいさい えきえ き 

て 霊 彩 奕 々たりと 云 ふべ し。 今や この 松 並木 亡びん と 

くわう めん 

す。 クロ オデル もし これ を 聞かば、 或は 恐る、 黄 面の 

じゅし いまだ ちゃうた いそく 

豎子 未 王化に 浴せ ずと 長 太 息 に堪へ ざらん 事 を。 

(二月 五日) 

日本 



ゴォテ イエが 娘の 支那 は 既に 云 ひぬ。 Jos§ Maria 

またべ つけん こん れん リ び は 

de Bieredia が 日本 も 亦 別 乾坤な り。 簾裡の 美人 琵琶 

たん きた もと 

を 弾 じて 鉄 衣の 勇士の 来る を 待つ。 景情 元より 日本な 

ら ざるに 非ず。 (lesamourai) され ど その 絹の 白と 漆 

きん いろど かへ へう ベう 

と金と に 彩られた る 世界 は、 却って 是縹渺 たる パル 

ナ シアンの 夢幻 境 のみ。 しかも エレディアの 夢幻 境た 

る、 もし その 所在 を 地図の 上に 按じ 得べき ものと せん 

フランス はるか へだた 

か、 恐らく 仏蘭西に は 近 けれども、 日本に は 遙に隔 

りたるべし。 彼 ゲェテ の 希 臘と雖 も、 トロイの 戦 の 

いつまつ ビィル いまだ 

勇士の 口に は 一 抹 ミュンヘンの 麦酒の 泡の 未 消え ざ 



い か また 

る を 如何にすべき。 歎ずら く は 想像に も 亦 国籍の 存す 

る 事 を。 (二月 六日) 

大雅 

きう かさんせ う 

東海の 画人 多し と は 云へ、 九 霞 山 樵の 如き 大器 又 あ 

るべ しと も 思 はれず。 され ど その 大雅 すら、 年 三十に 

ぎ 

及びし 時、 意の 如く 技の 進まざる を 憂 ひて、 教を 

ぎなん かい けっせい 

祇 南海に 請 ひし 事 あり。 血 性 大雅に 過ぐ る もの、 何ぞ 

せう そう 

進歩の 遅々 たるに 焦燥の 念 無き を 得 可 けんや。 唯、 返 

せいたい ちゃう やう 

へす 返す も 学ぶべき は、 聖胎長 養 の 機 を 誤ら ざり し 



九 霞 山 樵の 工夫なる べし。 (二月 七日) 

妖婆 

えう ば 

英語に witcti と唱 ふるもの、 大 むね は 妖婆と 翻訳す 

また 

れど、 年少 美貌の ウイ ツチ 亦 決して 少しと は 云 ふべ か 

らず。 メ レジュ ゥコ ウス キイが 「先覚者」 ダン ヌンッ 

ィォが 「ジョ リオの 娘」 或は 遙に品 下れ ど クロ オフ ォ 

たま 

ォドが Witcii of Prague など、 顔 玉の 如き ウイ ツチ を 

ゑが 

描きし もの、 尋 ぬれば 猶多 かるべし。 され ど 白髪 蒼 顔 

の ウイ ツチの 如く、 活躍せ る 性格 少きは ぼみ 難き 事実 



ならん か。 スコット、 ホォソ オンが 昔 は 問 はず、 近代 

の 英米 文学 中、 妖婆 を 描きて 出色なる もの は、 キップ 

リングが The Courting of Dinah Shadd の 如き、 或は 

随一と も 称すべき 乎。 ハ アディが 小説に も、 妖婆に 材 

を 取る 事 珍ら しからず。 名 高 き Under the 

Greenwood の 中なる、 エリ ザべ ス • ェ ンダァ フィル 

やまうば おにばば 

ド もこの 類な り。 日本に て は 山姥 鬼婆 共に 純然たる ゥ 

やたん ずゐ ろく 

イッチ ならず。 支那に て はかの 夜 譚随録 載す る 所の 

-P せ、 し まま 

夜 星 子なる もの、 略 妖婆た るに 近 かるべし。 (二月 八 

日) 



柔術 

せいじん ごと かならず 

西 人 は 日本と 云 ふ 毎に、 必 柔術 を 想起す と 聞け り。 

されば にや アナ トオル . フランスが 「天使の 反逆」 の 

一 章に も、 日本よ リ巴 里に 〔# 「巴 里に」 は 底本で は 「里 巴 

に 匕 来れる 天使 仏蘭西の 巡査 を 搔ぃ摑 んで物 も 見事 

に 投げ 捨 つるく だり あり。 モォ リス • ル ブランが 探偵 

小説の 主人公 俠 賊リュ パンが 柔術に 通じた る も、 日本 

人より 学びし 所な リと ぞ。 され ど 日本 現代の 小説 中、 

いづみき やうく わ しゃくやく 

柔術の 妙 を 極めし 主人公 は 僅に 泉 鏡 花 氏が 「芍薬 

きりたら う また い 

の 歌」 の 桐太郎 のみ。 柔術 も 亦 予言者 は 故郷に 容れら 



れ ざるの 歎 無き を 得ん や。 好 笑 好 笑。 (二月 十日) 

昨日の 風流 

てうおう ぼく ごもん ざっし えんく わ をみ つくして こまかに ひん ぴ やうす 

趙甌 北が 呉 門 雑 詩に 云 ふ。 看 尽煙花 細 品評、 

はじめてし るかれ いの またき よめ いなる を いまよ リ おこさず はんく わの ゆめ 

始知 佳麗 也 虚名、 従 今 不作 繁華 夢 、 

せう リ やうす さえん いちるの せ い さんたう 

消 領茶煙 一 縷清。 又 その 山塘の 詩に 云 ふ。 

お い てく わん じ やうに いればかん まし やすし えんく わな ほしる すせ きいう のそう 

老入歓 場感易 増、 煙 花猶記 昔遊會 、 

しゅろう きう じ つこう しゃう のぢょ すでにに たリ ぜんかたい ゐん のそう いっかう 

酒楼旧 日紅粧 女、 已似 禅家 退院 僧。 一 腔の 詩情 

ほとんど なが ゐ かふう 

殆 永 井 荷 風 氏 を 想 はしむ る もの ありと 云 ふべ し。 

(二月 十 一 日) 



発音 

ポオの 名 Quantin 版に Rd6 と 印刷せられ てより、 

仏蘭西 を 始め 諸方に ポオ ェの 発音 行 はれし 由。 予 等が 

英文学の 師 なりし 故ロォ レンス 先生 も、 時に ポオ ェと 

発音 せられし を 聞きし 事 あり。 西 人の 名の 発音の 誤り 

易き はさる 事ながら、 ホイットマン、 エマ スン など を 

あが ほとけ 

崇め 尊ぶ 人の わが 仏 の 名 さ へ アクセント を誤リ たる 

は、 無下にい やしき 心地 せらる。 慎まざる 可らざる 

なり。 (二月 十三 日) 



傲岸不遜 

一 青年 作家 或 会合の 席上に て、 われら 文芸の 士 はと 

かたはら さへ ぎ 

云 ひさせし に、 傍なる バルザック 忽ち その 語 を 遮 

つて 云 ひける は、 「君の 我等に 伍 せんとす る こそ 烏滸 

しゃう すゐ 

がまし けれ。 我等 は 近代 文芸の 将帥なる を」 と。 文 

つと がう がん ふそん そしり 

壇の 二三 子 夙に 傲岸不遜の 譏 ありと 聞く。 され ど予 

いまだい ち にん もと 

は 未 一人の バルザックに 似た る もの を 見ず。 元より 

人間 喜劇の 著述 一 一 三 子の 手に 成る を 聞か ざれ ども。 

(二月 十五 日) 



煙草 

煙草の 世に 行 はれし は、 亜米利加 発見 以後の 事な り。 

エジプト アラビア 

埃 及、 亜剌比亜 〔# 「亜剌比亜」 は 底本で は 「亜剌比亜 匕、 

口才 マ せいまう しゃりう 

羅馬 などに も、 喫煙の 俗 ありし と 云 ふ は、 青 盲者 流の 

ひが 言の み。 亜米利加 土人の 煙を嗜 みし は、 コ ロム 

きざ 

ブスが 新世界に 至りし 時、 既に 葉巻 あり、 刻み あり、 

かぎ 

嗅 煙草 ありし を 見て 知るべし。 タバコの 名 も 実は 植物 

の 名称な らで、 刻みの 煙 を 味 ふべき パイプの 意な りし 

ぞ 滑稽なる。 されば 欧洲の 白色人種が 喫煙に 新機軸 を 



la したる は、 僅に 一 事 軽便なる シガレットの 案出 あり 

わかん さんさ いづ ゑ こうもう かびたん 

しのみ。 和漢 三才 図会に よれば、 南蛮 紅毛の 甲 比 丹が 

はくさ い 

まづ 日本に 舶載した る も、 この シガレット なりし もの 

むらた きせる いまだ 

の 如し。 村 田の 煙管 未 世に出で ざり し 時、 われらが 

祖先 は 既に シガレット を 口にしつつ、 春 日煦々 たる 

山 口の 街頭、 天主 会堂の 十字架 を 仰いで、 西洋 機巧の 

文明に 賛嘆の 声を惜 まざりし ならん。 (二月 一 一十 四日) 

二 コ チン 夫人 

ちと 

ポオ ドレ ェ ルが パイプの 詩 は 元より、 Lyra 



ひるが へ め 

Nicotiana を 翻 す も、 西洋 詩人の 喫煙 を 愛づる は、 

東洋 詩人の 点茶 を悦 ぶと 好 一 対な リと云 ふ を 得べ し。 

小説に て は パリィが 「二 コ チン 夫人」 最も 人口に 喰 炙 

したり。 され ど 唯 軽妙の 筆、 容易に 読者 を 微笑せ しむ 

るの み。 ニコチンの 名、 もと 仏蘭西 人ジ アン ニー コッ 

ト より 出づ。 十六 世紀の 中葉、 ニコ ット 大使の 職 を 帯 

びて 西班牙に 派遣 せらる る や、 フロリダ 渡来の 葉 煙草 

を 得て、 その 医療に 効 ある を 知リ、 栽樣 大いに 努めし 

かば、 一時 は 仏 人煙 草 を 呼んで ニコ チ アナと 云 ふに 至 

りしと ぞ。 デ- クイン シィが 「阿片 喫煙者の 懺悔」 は、 

さとう はるを しもん 

さきに 佐 藤 春 夫 氏 をして 「指紋」 の 奇文を 成さし めた 



り。 誰か 又 パリィの 後に 出で て、 パリィ を 抜く 事 数等 

なる、 恰も ハヴ アナの マニラに 於け る 如き 煙草 小説 

を 書かん も のぞ。 (二月 二十 五日) 

一 字の 師 

たう じん はん てんだい きんしほう 

唐の 任 翻 天台 巾 子峯に 遊び、 詩 を 寺 壁に 題して 云 ふ _ 

ぜ つち やうの しんしう ゃリ やう をし やうず つる は ひるが へ つ てしょう ろい しゃう にした たる 

「絶頂 新 秋 生 夜 涼。 鶴 翻 松露 滴 衣裳。 

ぜんぼう つきはて るい つかう のみ づ そうはす ゐぴ にあって ちくばう を ひらく を は 

前 峯月照 一江 水。 僧 在 翠微開 竹 房。」 題し 畢っ 

のち い つかう すゐ はんかう すゐ し 

て 後 行く 事 数十 里、 途上 一 江 水 は 半 江 水に 若かざる を 

覚り、 直に 題 詩の 処に 回れば、 何人 か 既に 二」 字 を 



けづ のち はんち やうたい そく 

削って 「半」 字に 改めし 後な りき。 翻 長 太 息に 堪 へず 

いはく たいしう ひと ぁリ 

して 曰、 台 州 有人と。 古人が 詩に 心 を 用 ふる、 惨儋経 

せいせい つ まぎ あ け 

営の 跡 想 ふべ し。 青々 が 句集 妻 木の 中に、 「初夢 や 赤 

ひも 

なる 紐の 結 ぼ ほる」 の 句 あり。 予思 ふらく、 一 字 不可、 

「る」 字に 易 ふに 「れ」 字 を 以てすれば 可な らんと。 知 

らず、 青々 予を 拝して 能く 一字の 師と 做す や 否や。 一 

笑。 (二月 二十 六日) 

応酬 

ユウ ゴォ 一 夕 宴をァ ヴニゥ • ディ ロォの 自邸に 張る。 



会、 曰く 杓子の 会、 方今の 文壇 会 甚 多し と，， 雖も、 

いまだく わつ だつ か 

未 滑脱の 妙 を 極めた る、 斯 くの 如き 応酬 ありし を 聞 

かず。 傍 に 人 あり。 嗤 つて 云 ふ、 「請 ふ、 隗 より 始 

めよ」 と。 (二月 一 一十 七日) 

白雨 禅 

かのう はう がい しょていし いはく ぐ わ まさ 

狩 野芳涯 常に 諸 弟子に 教 へて 日、 「画の 神理、 唯 当 

に 悟 得すべき のみ。 師授 によるべからず」 と。 一 日芳 

ふ たまたま しんかう せき 

涯 病んで 臥す。 偶 白雨 天 を 傾けて 来り、 深 巷 寂と し 

かう じん うせいき 

て 行人 を 絶つ。 師弟 共に 黙して 雨声 を 聴く もの 多 時、 



いちにん くわん じ 

忽ち 一 人 あり。 高歌して 門外 を 過ぐ。 芳涯 莞爾として、 

諸 弟子 を 顧みて 曰、 「会せ リゃ」 と。 句 下 殺人の 意 あり。 

ご か すゐ まう けん ぜんう あがな た い いん 

吾 家の 吹 毛 剣、 単于 千金に 購 ひ、 妖精 太陰に 泣く。 一 

道の 寒 光、 君 看取せ よ。 (三月 三日) 

rku El 

ピロンが、 皮肉 は 世に 聞え たリ。 一文 人 彼に 語る に 

前人 未発の 業 を 成さん 事 を 以てす。 ピロン 冷然と して 

いい さんじ 

答 ふらく、 「易々 たるの み。 君 自身の 讃辞を 作らば 可」 

と。 当代の 文壇、 聞く が 如くん ば、 党派 批評 あり。 売 



笑 批評 あり。 挨拶 批評 あり。 雷同 批評 あり。 紛々 たる 

きょはう へん ようぐ 

毀誉褒貶、 庸愚の 才が 自讃の 如き も、 一 犬の 虚に吠 ゆ 

また かならず いは ゆる 

る処、 万 犬 亦 実 を 伝へ て、 必 しも ピロンが 所謂、 前 

人 未発の 業と 做す 可らず。 寿 陵 余 子 生れて この 季 世に 

また 

ぁリ。 ピロンた る も 亦 難い かな。 (三月 四日) 

呉 P 

1 一一 一 ロニ 11n 

じゃくらもう ぎう さへ づ れ うげん 

門前の 雀羅 蒙 求 を 囀る と 説く 先生 あれば、 燎原を 

ふうし さん 

焼く 火の 如しと 辯ず る 夫子 あり。 明治神宮の 用材 を賛 

して、 彬々 たる かな 文 質と 云 ふ 農学 博士 あれば、 海陸 



もうどう ひきう 

軍の 拡張 を議 して、 艨艟 罷休 あらざる 可らず と 云 ふ 代 

き やうと こ たん リリん ぼ しゅ 

議士 ぁリ。 昔は姜 度の 子を誕 する や、 李林甫 手書 を 作 

いはく ろうしゃう よろこび 

つて 曰、 聞く、 弄 聾の 喜 ありと。 客 之 を 視てロ を 

お ほ りんぽ しゃう じ しゃう じ 

掩ふ。 蓋し 林 甫の璋 字 を 誤って、 饔字を 書せ る を 笑へ 

ぴ まん 

るな り。 今 は 大臣の 時勢 を慨 する や、 危険思想の 瀰漫 

力う まう かう まう 

を 論じて 曰、 病 既に 膏盲 〔# 「膏 盲」 は ママ〕 に 入る、 

国家の 興廃 旦夕に ありと。 然れ ども 天下 怪しむ 者な し。 

また 

漢学の 素養の 顧ら れ ざる、 亦甚 しと 云 はざる 可らず。 

いはん 

況ゃ 方今の 青年 子女、 レッテルの 英語 は 解 すれ ども、 

そどく お ぼっか 

四書の 素読 は 覚束なく、 トルストイの 名 は 耳に 熟すれ 

りせい れん うと ふんぷん 

ども、 李 青 蓮の 号 は 眼に 疎き もの、 紛々 として 数へ 難 



けいじ つ たまたま ふる 

し。 頃日 偶 書林の 店頭に、 数冊の 古 雑誌 を 見る。 題 

して 紅潮 社 発 兌 紅潮 第 何 号と 云 ふ。 知らず や、 漢語に 

ほか 

紅潮と 云 ふ は 女子の 月経に 外なら ざる を。 (四月 十六 

日) 

入 月 

西洋に 女子の 紅潮 を 歌へ る 詩 あり や 否や、 寡聞に し 

いまだ きゅうえ きけ いか ふ まれ 

て 未 之 を 知らず。 支那に は 宫 掖閨閤 の 詩 中、 稀に 月 

わう けん きゅうし いはく 

経 を 歌へ る もの あり。 王 建が 宫詞に 曰、 

くんわう にみ つそう しっきに いる をし る ひと を よんで あ ひと もな つ て くんきよ を あら ふ 

「密奏 君 王 知 入 月、 喚 人相 伴洗裙 裾」 と。 



しゅんぷう しゅれん ぎんこう たう が び 

春風 珠簾を 吹いて、 銀 鉤を蕩 する の処、 蛾 眉の 宮人の 

いくん げつじ また 

衣 裙を洗 ふ を 見る、 月事 も 亦 風流なら ず や。 (四月 十 

六日) 

貴 精 

ゐ せい 

西洋に 男子の 遺精 を 歌へ る 詩 あり や 否や、 寡聞に し 

いまだ きんしう だん 

て 未 之 を 知らず。 日本に は 俳諧 錦繡 段に、 「遺精 驚く 

暁の ゆめ、 神叔」 と ぁリ。 但 この 遺精の 語義、 果し 

つまびら か 

て 当代に 用 ふる 所の ものと 同じき や 否や を 詳 にせ 

ず。 識者の 示教 を 得ば 幸甚な り。 (四月 十六 日) 



後世 

ほん あみ をり かみ ここん ロマン 

君 見ず や。 本 阿弥の 折紙 古今に 変ず。 羅曼派 起って 

シェ クスピ ィァの 名、 四海に 轟く 事 迅雷の 如く、 羅曼 

派 亡んで ユウ ゴォの 作、 八方に 廃る る 事 霜 葉に 似たり _ 

るてん さう しんご ちいん 

茫々 たる 流転の 相。 目前 は 泡沫、 身 後 は 夢幻。 智音得 

ぎ イタ リイ 

可から ず。 衆愚 度し難し。 フ ラゴナ アルの 技 を 以太利 

に 修めん とする や、 ブ ゥシェ その 行 を 送って 曰、 「ミ 

シェル. アンジュが 作 を 見る こと 勿れ。 彼が 如き は 狂 

人の み」 と。 ブゥシ ェを哂 つて 俗漢と 做す。 豈敢て 難 



さも あらば あれ のち び ぜん 

しと せんや。 遮 莫 千年の 後、 天下 靡 然として ブゥ 

けん ぢ もむ まくが レ おご 

シェの 見に 赴く 事無しと 云 ふ 可らず。 白眼 当世に 傲 

ちゃうせ う また これ きくつ：：：' し 

り、 長 嘯 後代 を 待つ、 亦是鬼 窟裡の 生計の み。 何ぞ若 

みづか まがき 

かん、 俗に 混じて、 しかも 自ら 俗なら ざるに は。 籬 

こと げん なんざん きた 

に 菊 有り。 琴に 絃 無し。 南山 見 来れば 常に 悠々。 

じゅりよ うよし ろう をく こうせい 

寿 陵 余 子 文 を 陋屋に 売る。 願く ば 一 生後 生 を 云 はず、 

ふんぷん ちゃうさん リし さいかく 

紛々 たる 文壇の 張 三 李 四と、 トルストイ を談 じ、 西 鶴 

を 論じ、 或は 又 甲 主義 乙 傾向の 是非 曲直 を 喋々 して、 

ざん まい き やう 

遊戯 三昧の 境に 安ん ぜんかな。 (五月 二十 六日) 



おうぐ わい さう し 

鷗外 先生 を 主筆と せる 「しがら み 草紙」 第 四十 七 号 

たく てんじゃ うせん しち ごんせ つく つみとば つじ やう へん をよ む 

に、 謫天情 僭の 七 言 絶句、 「読 罪 与 罰 上篇」 数 首 あり。 

たいせい かう し 

泰西の 小説に 題す るの 詩、 嚆矢 恐らく はこの 数 首に あ 

らん か。 左に その 二三 を 抄出 すれば、 

かう りょひら めききた つて でんく わう の ごとし ばう ぜんとんで いるら うばのば う 

「考慮 閃 来 如 電光、 茫然 飛 入 老婆 房 、 

みづ からだん ず ざいせき しんか かか けい リ あんさつ すきやう かふき やう か 

自談 罪跡 真耶 仮、 警吏 暗殺 狂不 狂」 (第 十三 回) 

きゅう ぢ よびやう さ いあいる ゐ くれな ゐに しゃせ いれきろ くと して か をうた ふる 

「窮女 病 妻哀涙 紅、 車 声 櫪轆仆 家 翁、 

なう を かたむけて あ ひすく う ふかくなん ぞけ ふなる いちど あ ひ あ ふしゅし のうち 

傾 囊相救 客 何俠、 一 度 相 逢酒肆 中」 (第 十四 

かれんの せ うぢよ さって ひん をむ か へ じぜんの しょせい はんしの み 

回) 「可憐 小 女 去 邀賓、 慈善 書生 半死 身、 

みいた るし つちう いちぶつ なし かんおんの ひとは これ どうじ やうの ひと 

見 到 室 中 無 一物、 感 恩人 是動 情人」 (第 十八 回) の 



如し。 詩の 佳 否 は 暫く 云 はず、 明治 二十 六 年の 昔、 既 

に 文壇 ドスト ェ フス キイ を 云々 する もの ありし を 思へ 

ば、 この 数 首の 詩に 対して 破顔 一番す る を 禁じ 難き も 

の、 何 ぞ独リ 寿 陵 余 子の みならん。 (五月 二十 七日) 

悪魔 

まな まだ 

悪魔の 数 甚 多し。 総数 百 七十 四 万 五 千 九 百 二十 六 

匹 あり。 分って 七十 ニ隊を 為し、 一隊 毎に 隊長 一匹 を 

置く とぞ。 是れ 十六 世紀の 末葉、 独 人 Wiems が 悪魔 

学に 載す る 所、 古今 を 問 はず、 東西 を 論ぜず、 魔界の 



消息 を 伝へ て 詳密なる、 斯 くの 如き もの は あらざる ベ 

ョォ ロッパ せんだつ すくな 

し。 (十六 世紀の 欧羅巴に は、 悪魔 学の 先達 尠からず。 

ウィルスが 外に も、 以太 利の Pietro CTAPOne の 如き、 

英克 蘭の Reginald Soct の 如き、 皆 天下に 雷名 あり。 ) 

又 ざ、 「悪魔の 変化 自在なる、 法律家と なリ、 昆命奴 

となり、 黒驪 とな リ、 僧 人となり、 驢 となり、 猫と な 

り、 兎と なり、 或は 馬車の 車輪と なる」 と。 既に 馬車 

の 車輪と なる。 豈 半夜 人 を 誘って、 煙火 城 中に 去ら 

ん とする 自動車の 車輪と なら ざらん や。 畏る 可く、 戒 

む 可し。 (五月 二十 八日) 



を 洩らせる ものに 非ず して 何ぞ や。 西班牙に ゴャの 

Los Caprichos あり。 支那に 留 仙の 聊 斎志異 あり。 共 

さんせい やき 

に 山 精 野 鬼 を 借りて、 乱臣 賊子 を 罵 殺せん とす。 東西 

はくぎ よくけい きんき ざう 

一双の 白玉 瓊、 金 匱の 蔵に 堪へ たりと 云 ふべ し。 (五 

月 一 一十 八日) 

麗人 図 

西班牙に 麗人 ぁリ。 Dona Maria Theresa と 云 ふ。 

若く して ヴ イラ フランカ 十 一 代の 侯 Don Jos§ 

め いぼう かう しん かう き し 

Alvalez de Toledo に 嫁す。 明眸 絳脣、 香 肌 白き 事 脂 



の 如し。 女王 マリア • ルイザ、 その美 を 妬み、 遂に 之 

を鴆 殺せし む。 人間 止め 得たり 一 香 囊の長 恨 ある、 か 

の 楊 i 真 と 何れ ぞゃ。 侯爵夫人に 情郎 あ り。 

Francesco de Goya と 云 ふ。 ゴャは 画 名 を 西班牙に 

ま しまし ま 

馳 する もの、 生前 屢 ドンナ • マリア • テレサの 像 を 

^が 

描く。 俗伝に して 信ずべ くんば、 Maja vestid ひと 

リ やうぐ わたう また 

Maja desnuda との 両 画幀、 亦 実に 侯爵夫人が 一 代 

の 国 色 を 伝 ふるが 如し。 後年 仏蘭西に 一 画家 あり。 

Edouard Manet と 云 ふ。 ゴャが 侯爵夫人の 画像 を 得 

て、 狂喜 自ら 禁ずる 能 はず。 直に その 画像 を模 して、 

1 幀 春の 如き 麗人 図 を 作る。 マネ 時に 印象派の 先達た 



り。 交 を 彼と 結ぶ もの、 当世の 才人 尠からず。 その 

中に 一 詩人 あり。 Qiarles Baudelaire と 云 ふ。 マネ 

あいがん こうへ き 

が 侯爵夫人の 画像 を 得て、 愛翫 する 事 洪璧の 如し。 千 

八 百 六十 六 年、 ポオ ドレ エルの 狂疾を 発して、 巴 里の 

また だんこう せっき 

寓居に 絶命す る や、 壁 間 亦 この 檀ロ 雪肌、 天 仙の 如き 

麗人 図 あり。 星 眼 長へ に 秋波 を 浮べて、 「悪の 華」 の 

なま 

詩人が 臨終 を 見る、 猶 往年 マ ドリ ッドの 宮廷に、 黄 面 

しゅじゅ きんと ぎ 

の 侏儒が 筋 斗の 戯を 傍観す るが 如くな りしと 云 ふ。 

(五月 一 一十 九日) 

売 色 鳳 香 餅 



支那に 龍 陽の 色 を 売る 少年 を 相 公 と 云 ふ。 相 公 

の 語、 もと 像 姑より 出づ。 妖嬈 恰も 姑 娘の 如くなる 

を 云 ふなり。 像 姑 相 公 同音 相 通ず。 即 用 ひて 陰 馬の 

名に 換へ たるの み。 支那に 路上 春を鬻 ぐの 女 を 野 雉と 

云 ふ。 蓋し 徘徊 行人 を t 誘 ふ、 恰も 野 雉の 如くなる を 

よたか ほとんど てつ 

云 ふなり。 邦語に この 輩 を 夜鷹と 云 ふ。 殆 同一 轍に 

出 づと云 ふべ し。 野 雉の 語 行 はれて、 野 雉 車の 語出づ 

るに 至る。 野 雉 車と は 仰 何ぞ。 北京 上海に 出没す る、 

無 鑑札の 朦朧 車夫な り。 (五月 三十日) 



せんに は。 昨の 非 を 悔い 今の 是を 知る。 何ぞ 須臾 も 

ちちう はう か ご か 

踟※ 〔# 「足へ ん+ 廚」、 1 上，？〕 せん。 抛 下す、 吾 家の 

こんにち きつ ちんちょう みやう にち しじ やう 

骨董 羹。 今日 喫し 得て 珍重なら ば、 明日 厠 上に 瑞光 

あらん。 糞 中の 舎利、 大家 看よ。 (五月 三十日) 

氺氺氺 

天路歴程 

てんろれ きて い 

pilgrim-s Progress を 天路歴程と 翻訳す るの は 清の 

同 治 八 年 (西暦 千 八 百 六十 九 年) 上海 華 草書 館に て 出 



ふ 所に ならん。 然れ ども 思へ、 獄中の ォスカ ァ- ワイ 

ルドが 行住坐臥に 侶と したる も、 こちた き希臘 語の 聖 

書な りし を。 (一月 二十 一日) 

三 馬 

二三 子 集り 議 して 曰、 今人の 眼 を 以て 古人の 心 を 描 

く 事、 自然主義 以後の 文壇に 最も 目 ざまし き 傾向なる 

はさ しきて いさんば 

べしと。 一老 人 ぁリ。 傍より 言 を 挟みて 曰、 式 亭三馬 

が大千 世界 楽屋 探し は她 何と。 二三 子の 言の 出 づる所 

あぜん 

を 知らず、 相 顧みて 啞然 たるの み。 二月 二十 七日) 



尾 崎 紅葉 

紅葉の 歿後 殆 二十 年。 その 「多情多恨」 の 如き、 

からま くら なほ 

「伽羅 枕」 の 如き、 「二人 女房」 の 如き、 今日 猶之を 翻 

えんぜん いちだ ベ つかう ぼたん 

読す る も 宛然た る 一 朶の 鼈甲 牡丹、 光彩 更に 磨滅す ベ 

からざる が 如し。 人 亡んで 業顕 ると は 誠に この 人の 

謂なる かな。 思 ふに 前記の 諸篇の 如き、 布 局 法 あり、 

き く 

行 筆 本 あり、 変化 至って 規矩 を 離れざる、 能く 久遠に 

た ゆ ゑん 

垂 るべき 所以な らん。 予 常に 思 ふ、 芸術の 境に 未成品 

ある 莫 しと。 紅葉 亦然ら ざらん や。 (二月 三日) 



こ せう まき やう 

過 せんと 欲する もの は、 請 ふ、 当代の 照 魔 鏡た る 検閲 

官 諸氏の 門 を 叩いて 恭 しく その 蔵す る 所の 発売禁止 

本 を 借用せ よ。 (二月 十二 日) 

演慮史 

西洋 演劇 研究の 書 今 は 多く 出で たれ ど、 その 濫觴 

をな せし もの は 永 井徹が 著した る 各国 演劇 史の 一 巻な 

らん。 この 書、 太鼓 喇叭 竪琴な ど を 描きた る 銅版画の 

表紙の 上に、 wakkoku Engekishi なる 羅馬字 を 題す。 

内容 は 劇場 及 機関 道具 等の 変遷、 男女 俳優 古今の 景状、 



各国 戯曲の 由来 等 なれ ど、 英吉利の 演劇 を 論ずる こと 

最も 詳しき ものの 如し。 その 一斑 を 紹介 すれば、 「然 

るに 千 五 百 七十 六 年 女王 エリザベスの 時代に 至り、 始 

めて 特別 演劇 興行の 為め、 ブラック • フラ ヤス 寺院の 

不用なる 領地に 於て 劇場 を 建立したり。 之 を 英国 正統 

なる 劇場の 始祖と す。 (中略) 俳優に はゥ イリヤ ム-セ 

キス ピャと 云へ る 人 あり。 当時 は 十二 歳の 児童な りし 

ラテン ギリシャ 

が、 スト ラタ フォルドの 学校に て、 羅甸 並に 希 臘の初 

学 を 卒業せ しもの なり ご の 如き、 破顔 微笑 せらる る 記 

事少 からず。 明治 十七 年 一 月 出版、 著者 永 井徹の 警視 

庁 警視 属 なる も 一 興な リ。 (二月 十四日) 



寿 陵 余 子 

(大正 九 年) 



底本" 「筑摩 全集 類聚 芥川龍之介 全集 第 四 巻」 筑摩書 
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1971 (昭和^) 年 6 月 5 日 初版 第 ー 刷 発行 

1979 (昭和 S) 年 4 月^日 初版 第 U 刷 発行 

かう まう 
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記して います。 
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